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短期大学生の職業意識の変化-ブライダル専門学生と
司書課程学生の比較研究-(第二報)
期大学は 2年間しかなく､自己分析や職業選択に費やす時間が十分に取れないため､他者から
の意見やアドバイスに流されやすくそのまま職業の社会化に影響してしまう傾向があることが
わかった｡これは今回新たに発見されたカテゴリである｡
1)キャリアコンサルタントによる進路先操作
学生のインタビューから､職業の社会化に最も影響を及ぼしていたのはキャリアコンサルタ
ントのアドバイスであった｡
学生Bは ｢流通業を薦めてくれたのは､進路指導室のキャリコンの人､Xさんです｡すべてⅩ
さんでした｡きっかけはそこです｡初め試験受けるのも､今から受けられるんですか､そんな
準備もしてないのに､つて感じだったんですけど｡『まずは受けなきや何も始まらないから』み
たいな感じで､Ⅹさんがパソコン持ってきて『早く申し込みして』とか言われて､わかりました､
します､みたいな感じで｡ほかの小売業も一緒に受けろって言われたんですけど･--･｣と､
半強制的に就職試験の申し込みをさせられた状況を語ってくれた｡
学生 Dも ｢一番のきっかけは､先生にそういう仕事もあるけどどうっていうふうに言われた
っていうか､考えたりはしないの?みたいな感じで､進路室のキャリコンの先生の薦めで｡車
のディーラーとか一般事務を･--･でも車屋さんだと､月に1台はみたいな､そういうのがあ
ったらプレッシャーでつぶれちゃうかなと思って｡そうしたら先生が､『そんな最初からそんな
ノルマが絶対あるわけないし､それはそれできっといい経験になるから､今からそんなガチガ
チになっていたらどこも入れないよ』みたいなこと言われて｣と､キャリアコンサルタントの
意見に誘導しているかのような状況を窺わせる発言であった｡
学生 Cについても ｢最初はキャリコンに通って先生にバスガイド薦められて､なんか最初そ
こまで乗り気ではなくて･--･本来の希望は花､ブライダルの､結婚式場の装花とかブーケを
つくるとか､本当はそれがやりたかったですね｡キャリコンの方に他を薦められるまではそう
思ってました｡キャリコンの先生に不向きって言われて､どちらかというとブライダル系
は---バスガイドとか､あと新幹線の車内販売､ああいうほうが多分オレは向いてると思う
って言われて､確かにまあわかるんですよ｡2年生になってから何が影響したかっていうと､
やっぱりキャリアコンサルタントですね｡でかいです､本当に｡私はⅩさんですよね｡Ⅹさんの
言うことってすごいずっしりくるんですよ､なんか言葉が｡多分 Ⅹさんの影響力が結構私の中
で大きかったって思います｣と､キャリアコンサルタントの影響力の大きさを示唆する内容で
あった｡
2)アルバイト経験による成長
キャリアコンサルタントに影響されない学生は､もともと自己分析ができており､職業の社
会化に影響を与えたものは､アルバイト経験により得られた成長による自信であった｡
学生Aはアパレルでのアルバイトで自信が生まれ､｢もともと興味を持ってたからアルバイト
をしてみた､服は好きだったので｡それでアパレルに｡まだまだですけど自信がつきました､
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アルバイ トで｡素質があるって社長とか店長とかに言われたりするんですけど､それは自分は
喜ばないようにしています｡それで活足しちゃいけないと思ったりとか｡それで喜んでいたら
駄目だと思っちやいます｡実際にお客さんに喜んでもらえて初めてっていうことですね｡自分
が仕事に慣れたとしてもまだできる人はいるし､それはできてないかもしれないし､自己満で
は終わりたくないというか｣と､アルバイ トでの経験を経て､思考錯誤を重ねて接客業を究め
ていくことにつながった｡
3)インターンシップによる挫折感
1年次に経験したインターンシップも､専門職の価値や態度の内面化に大きな影響を及ぼして
いた｡そこで挫折を経験した学生は､職業選択にも影響があることがわかった｡
学生 Aは ｢道が分かれたのはインターンシップですね｡だから経験しなかったらブライダル
-行っちゃってたかもですね｡インターンシップで結婚式場に行って､体力的に大変だった｡
あと､そうですね､これは､自分は幸せを祝ってやれるのかと｡何かできるのかなみたいな感
じです｡きついことが､でも達成感が上回るのか不安になったというか｡自分的には向いてい
るのかな､高みを目指せないのかなみたいな感じです｡インターンで現実を知って､ちょっと
心折れたんです｣と､インターンシップの経験が､｢将来のなりたい自分｣であるのか疑問に思
い､職業選択の道が分かれたと語っていた｡
学生 Cはキャリアコンサルタントにアドバイスされる以前はフラワーコーディネーターを目
指していたのだが､｢インターンシップでコーディネーターの仕事を見たり､実際にコンシェル
ジュをやって受付やってみたりして､私はコーディネーターじゃないなってそのとき思いまし
たね｡それはすごくいい経験でした､インターンシップって｡そのあと､やっぱり私はお花が
好きだからって思い直して｣と語っているように､インターンシップによる経験から､本当に
自分の好きな仕事を見出すことができていた｡
4)家庭事情
家庭環境も大きな影響を及ぼしていた｡
学生Dは､2年生の前期中に母親を亡くし､それが契機となりブライダル専門職を諦めること
になってしまった｡｢軽井沢とかも､-家を出るという考えがあれば､まだいくらでもある｡もっ
と素敵なところあるんで､ちょっと就職できるかなと思うんですけど｡家をちょっと出れない
という条件があることで､ある程度､何て言うんですかね｡お兄ちゃんが結婚して出るとなる
と｡お父さん一人になっちゃうんですよね｡お母さん亡くなっちゃって｣と語っており､苦悩
が窺える｡
5)サークルのマネジメント
2年生になると最上級生としてサークル内での企画や運営を任され､先輩役割も加わり責任の
ある立場となる｡このような経験が就職活動や職業の社会化に影響を与えていることがわかっ
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た｡
学生 Aが ｢何かまた違ったというか､アパレルとは違う接客も気になってきたんです｡アパ
レルのアルバイ トでの接客を経験したからそういうふうに思えたってこともあるけど､今まで
のブライダル研究会MIPの活動とかも通して､何かコーディネーターも興味もあるんですけど､
やはり-アメイクも興味が出てきた感じがします｡サークルでいろんなショー をやったりとか､
作ったり-アメイクしたり､企画したりっていう中での自分の役割の中で興味が生まれたんで
すね｣と語っているように､サークル活動を通して内定の決まったアパレルとは違うブライダ
ルに通じる接客業に興味が生まれていることがわかる｡さらに､｢コーディネーターは微妙なと
ころですね｡でも企画は楽しいので｡企画というか､つくり上げることは楽しいと思ったので｡
すごくブライダル研究会､サークルの活動というのはいい刺激になっています｡-アメイクは
もともと興味があったので､そこがまた目覚めてきたということです｡あとコーディネーター
にも少し｣と､就職活動で一度は諦めたブライダルコーディネーターにも再び挑戦してみたい
という気持ちが生まれている｡
6)交友関係
短期大学生は 2年生になっても社会化が思うように進んでおらず､高い志や目的意識を持っ
て自ら進んで就職活動を行なうことができないようである｡そのため､さまざまな環境に影響
を受けやすく､特に身近にいる存在が大きな影響を与えている｡
学生Bは､｢就職活動は仲間の影響も大きいですよね｡なんかグループによって変わるって言
うじゃないですか｡先輩のKさんたちも､Kさんが決まってからみんな高まったみたいな感じで､
グループ4人すぐ受かったとか言って｡私､去年そういう話を聞いてて｡私が動き始めたら､0
さんとか全然やる気じゃなかったんですけど､『私もやる』とか言い出して､通って､受かって､
でMさんも受かって､Nさんも受かってみたいな感じ｡だから､そういう友達が近くにいればい
いんですよね｣と､身近にいたサークルの先輩が就職活動している時の会話に影響を受けてい
ることがわかる｡学生 Bは先輩から影響を受けて就職活動を内面化し､その結果逆に周囲に影
響を与えている｡また､グループ全体で就職活動をしていなかった先輩たちの失敗経験も見て
おり､それも反面教師として捉えていた｡さらに､｢頑張って進路セミナー通って進路室も行っ
て内定出たから､結果出た人の口からみんなに経験談話してって言われて｡でもそしたら､進
路室に通う友達がふえたんですよ｣と､自分の成功談が周囲に影響を与えていることを実感し
ている｡
学生Cは､｢なんかまだ先のように感じちやって､多分自分的に意識が薄かったと思うんです
よ､就職に対しての｡でも周りが動き始めれば自分も焦るんで動くんですけど･--･でも周り
もそう思ってたら､みんながみんな一緒に動かないんですよね.それ怖いですよねOだから周
りにいっぱいやってる人がいてよかったんですよ､本当に｡そうなんですよ｣と､友人に触発
されて就職活動を開始した様子が窺える｡
このような状況から､先輩や友人の中にブライダル専門職-の就職を目指して意欲的に活動
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している人がいたら､影響を受けて挑戦する気持ちが生まれることも考えられるであろう｡
(6) 進路指導の課題
ブライダル専門職を目指して専門課程で学んできても､さまざまな障害や影響から途中で諦
めているケースが多いことがわかった｡中でも､就職活動を始めた時点から深く関わる進路指
導室の影響は大きい｡学生からの聞き取りから課題が浮かび上がった0
1)進路指導室のイメージと学生間の風評
学生にとって進路指導室は出入りし難い場所であり､行けば就職活動の内容について説教さ
れると思い込んでいる学生がいる｡就職は自分の将来に関わることであり､本来は自ら進んで
活動しなければならないはずであるが､身近に迫った社会から目を背け､就職活動の苦しみか
ら逃れようとする学生がいるのも否定できない｡このような社会人としての価値や態度を内面
化できない学生は､進路指導教員を遠ざけ､就職セミナーにも出席しない状態になる｡自分自
身の不甲斐なさを認めているからこそ ｢怒られる｣と思い込み､風評-とつながっているよう
である｡
学生 Bは進路指導を熱心に受け内定も決まっているが､就職セミナーに出席していない友人
について｢風評があって､進路セミナー出てないのに進路室-行くと怒られると思ってますよ｡
課題のプリントとかも出してないし｡初めのころ張り出されたりしてたじゃないですか｡進路
セミナーあんまり出てなくてみたいな呼び出しみたいな感じで｡だから､それでもう､行きた
くないみたいな感じで｡廊下歩いてると､『ああ､Y先生だ』みたいな感じで､ちょっと避ける
生徒がいるんです｣と話している｡さらに､｢先生たちも､進路セミナー出てないからって､進
路室-行っても 『なんで出てないんだ』って怒るわけじゃないし､来たら手を貸して上げるか
らって言ってるってみんなに話して｡そしたらみんな通うようになりましたね｡それで進路室
来るようになったら『Y先生すごいいい先生だね』とかみんな言い出して｡だから､みんなだん
だん印象はすごいよくなってるんじゃないですか｣と語っており､勇気を出して進路指導室に
入った学生は印象を良くし､その後も活用していることがわかる｡
一方で､学生 Dは就職セミナーにほとんど出席していなかったが､進路指導室は自分を律す
るのに役立っていると感じているようである｡｢進路サポート室に行く､例えばキャリコンに予
約を入れたとしたら､やっぱそれまでに何かこう､多分聞かれるだろうなっていうことを予測
して､今はこういうところに興味があってとか､こういう求人を見てとか､そういうのをまと
めておいたりとか､この間､前に行った時に､履歴書を完成したのを1枚持っておこうねって
言われたから､今日書いておこうかなとか､そういうふうに､何て言うか､いい意味で､引き
締まるというか･--･そうですね､やっぱりそれがなかったら全部なあなあになっていると思
うんですよね｣と語っている｡
学生間の風評をなくして出入りしやすい環境を整え､進路指導室の利用が自分の将来にいか
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に有益であるかを伝えていく工夫が必要であろう｡
2)キャリアコンサルタントとの関わり
就職活動においては､身近な人からの影響を受けやすいことが示唆されたが､具体的な就職
先についてはキャリアコンサルタントからのアドバイスに左右されることがわかった｡それだ
けにコンサルタントとの相性は大きな問題となる｡
学生Dは ｢何かあったら本当にすぐ行けるので､何て言うんだろう､人にもよりますけど｡X
さんにはちょっと､『Ⅹさ-ん』みたいな感じでは行けないんだけど､Z先生には 『Zせんせ-』
みたいな感じで行けるから､行きやすいっていうのはあるんですけど｡だから､進路室には行
きやすいですね｣と語っているのだが､これは相性のいいコンサルタントの存在がなければ相
談に行かなかったかもしれないことを示唆している｡
学生Cも ｢キャリアコンサルタントの､合う､合わないありますね｡なんだろう､Xさんが一
番なんですよ｡だから毎回Xさんの日に入れてたんですよ｡だからむしろ 『次Ⅹさんいつです
か､その日に来ます』みたいな｣と話しているように､相性の善し悪しが進路指導室の利用状
況に影響していることがわかる｡さらに ｢Xさん､逆に合わない人が多いんですか｡多分人によ
るんですかね｡そう､私も一番初めは怖いっていうイメージがあったんですよ｡言葉遣いが雑
って思いました｡でも自分が合う人を探すことができたら､その人とコンサルティングしても
らえればいいですよね｡みんなと話してみないとわかんないですけど｣と語っており､話しや
すいコンサルタントの存在が就職活動には有用であることがわかった0
しかし､コンサルタントからのアドバイスが具体的な就職先の決定に大きな影響力を持って
いるのは少し気にかかるところでもある｡思うように職業の社会化が進んでいない学生にとっ
ては､舵取りをしてもらうことで進路決定につながるいい面もあるのだが､根本にある本人の
希望を無視してアドバイスをしているケースも少なからずあり危険を卒んでいる｡学生自身が
納得していない場合は就職試験の受験時や内定決定後に気持ちが揺れ動くことが考えられる｡
学生 Dは､家庭の事情によりブライダル専門職を一時は諦め､キャリアコンサルタントのア
ドバイスで一般事務職の就職試験を受けることになったのだが､試験日当日になって受験を断
ってしまった｡試験日が近くなるにつれ不安になり､ブライダル専門職を諦めきれずにいる自
分に気がついたようである｡その後家族で話し合って専門職を目指すことを決め､ブライダル
コーディネーターの内定を得ることができた｡
キャリアコンサルタントのアドバイスに左右されるケースが多いことを考えると､コンサル
タントの能力や質をいかに担保するかは重要な要件である｡さらに､アドバイスの内容につい
ては細心の注意を払い､学生の希望を十分に汲み取る努力が必要であろう｡
3)就職セミナーの在り方
先にも記したが､職業の社会化ができていない学生にとって就職セミナー-の出席は苦痛で
ある｡しかし､ブライダル専門職の少ない求人で内定を勝ち取っていくには､いかに就職セミ
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ナ一に出席してもらい､試験対策を行なうかが重要である｡
学生Bは友人について ｢みんなは1時間ずっと､そういう先生の話をぼうっ.と闘いてるのは､
つまんないらしいです｣と話しており､ただ一方的に講義を受けているセミナーではなく､相
互にコミュニケーションがとれるような少人数による講義が望ましいことがわかる｡
また､学生 Dも ｢進路セミナーは､何て言うんですかね､先生たちが話すことが一方的とい
うか｡やっぱ大勢いるところで疑問に思っても､質問､何かある人って言われても質問しづら
いというか-･-･きっと､先生は質問されたらちゃんと答えてくれるとは思うんですけど､そ
れは私とマンツーマンの時にすればいいだけの話であって､そんなみんなが大勢でいるところ
でしなくてもいいし､私がキャリコンがあった時に聞くとかって感じになっちゃうので｡職種
によって違うというものに対しては職種ごとにグループ分けるとか｡何かきっと違うところは
あると思うので｣と話していることから､大勢で行なう講義よりもキャリアコンサルタントに
よる面談の方が効果的であり､個人や少人数グループでのセミナーの方が参加しやすいと感じ
ていることがわかる｡
一方で､就職セミナーの重要性は理解している｡学生 Dは ｢セミナーの中でも全体に対して
言えること､例えば履歴書の書き方だとか面接だとか､そういうことについてはとてもいいで
すね｡みんなは多分､電話の仕方講座みたいな時とか履歴書の時とかは､これ大事だから出よ
うみたいな感じになるんだと思うんですよ｣と話している｡また､学生Cも ｢スケジュールで､
これはおもしろくないとか､題名を見て決めちゃう---でも尊敬語とか､あれは役に立ちま
す｡絶対就職の試験にも出るし｡これからお客さんと話するときにもね｡あと手紙の書き方と
か｡あと履歴書の書き方も必要ですよね---実際の人事の担当者に来てもらうとか､そうい
うのも役立つと思います｣と語っており､実際の就職試験に役立つ実践講座は就職セミナーで
の教授により内面化し､個人的に必要な知識や情報を得たり､具体的な就職先を決定したりす
るのはキャリアコンサルタントによる面談が有用であると考えているようである｡
第3章 考察
第1節 司書
(1)カテゴリ関連図
この図はカテゴリ間の関連を表したものである｡カテゴリ:｢人と本を結びつける仕事｣はコ
アカテゴリに設定した｡その理由は常に学生が考える職業観の中心になっているからである｡
また､前回のインタビューでも司書を選んだきっかけでもある｡それが2年生になっても継続
している｡ボランティア活動やサークル活動はその職業観を強化することになっているようで
ある｡そしてその職業観をもって､教育実習に臨んでいる｡実習中は学校司書､読書推進活動
の様子を粒さに観察していることからも明らかである (カテゴリ:｢学校図書館の現在と過去の
比較｣)また実習先の生徒とのコミュニケーションに少し苦労している様子も見られる｡これに
よって他世代とのコミュニケーション技術を身につけている｡(カテゴリ:｢クライアントとの
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関わり｣)
もう一つの流れとしてカテゴリ ｢自己判断力を鍛える｣が兄いだされている｡
これは専門化 ･高度化して行く授業に適応しようしている｡その中で様々な葛藤を抱えつつ､
課題解決のために頭をフル回転させて判断を下そうとしている｡さらにサークル活動では後輩
ができたことにより､運営に対する迷いや悩みを見る事ができる｡一連の自己判断プロセスは
職業的社会化の進展と見ることができるのかもしれない｡
上記2つの流れと接点を兄いだせないのが､カテゴリ:｢間近に迫る社会｣である｡学生も社
会人になることを意識しているが､完全に成りきれず､中途半端な状態にある｡これは学生と
いう身分である以上仕方のないことであるかもしれない｡
(2)終わりに
司書課程では図書館実習が職業選択に積極的な影響を与えることが分かっている｡iいわば現
場経験が ｢正｣の影響を与えることが多いのが特徴である｡今回の調査でもそれがまた違う形
で証明された｡2年次4月から開始した読み聞かせボランティアを実践するなかで､本と人を
結びつけるという仕事の難しさを十分に理解し､5月と8月の教育実習に参加している｡実習
先の中学校ではその問題意識を持って図書館活動や読書推進活動を観察し､問題点や優れた点
を把握している｡2つの現場体験が司書という職業-の理解を進めていることは確かなようで
ある｡また､学習活動やサークル活動において､教員に頼らず､自ら考えて様々な判断を下そ
うとしている｡様々な葛藤があるがそれを受け入れている｡本人たちは無意識にではあるが､
学生から社会人として独立していこうとする行動を確認することができた｡
前回のインタビューは2011年3月だったが､この2名の学生は半年の間に急速に職業的
な社会化を遂げたと言えるだろう｡
しかしインタビューイが2名だったので､今回得られた知見を一般化することは尚早である｡
GTAでは理論的な飽和状態に至るまで調査研究をしなければならないとされている｡仮説として
この傾向が他の司書課程の学生に兄いだすことができるのか､今後の調査研究課題としたい｡
1ー07･
上田女子短期大学紀要第三十五号
図1 カテゴリ関連図
第2節 ブライダル
(1)カテゴリ関連図
カテゴリの関連を表したものが図2である｡
これまでに経験したインターンシップや専門課程の授業､就職活動により､ブライダル専門
職の職業理解が深化することで仕事の特性を理解し､専門職の価値や態度を内面化できた学生
がいる一方､専門職の問題を認識して諦めてしまう学生もいた｡このことから､カテゴリ ｢ブ
ライダル専門職の職業理解の深化 (仕事の特性)｣､｢ブライダル専門職の問題認識｣､｢就職活動
で身近になった社会｣は相互に作用しているものと思われる｡
1年次は､インターンシップで現場に出て､仕事の難しさ､厳しさを身にしみて感じ､価値
や態度を取り入れるのではなく諦めにつながっていた｡しかし､ブライダルコー ディネーター
を諦めはするものの､同じブライダル産業の中の他の職種にも視野を広げて考えるようになっ
ていた｡ところが､2年次前期が終了した時点では､就職活動による挫折やキャリアコンサル
タントのアドバイスによる進路先変更でブライダル専門職全般を諦め､異業種にまで視野を拡
大し内定を得てしまう学生が出てしまった｡第1報でも ｢就職活動による視野の拡大｣を示唆
していたが､本論文では､それを裏付けることとなった｡
さまざまな環境に影響されながらの就職活動では､就職活動によって進路変更を余儀なくさ
れたり､自信をなくし諦めたりする学生の姿を通して進路指導の課題が浮かび上がった｡カテ
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ゴリ｢環境に影響されやすい短期大学生｣は ｢就職活動で身近になった社会｣と相互に作用し､
それぞれのカテゴリから ｢進路指導の課題｣につながっている｡
自分自身の将来像を見失った中での環境の変化や周囲の人からのアドバイスが及ぼす影響は
大きい｡職業の社会化が思うように進んでいない学生に対するキャリアコンサルティングは注
意が必要であろう｡本人が納得できない進路は大きな危険を畢んでいると言える｡
⊂ :コ コアカテゴリ
∈雪国 その他のカテゴリ
⑳ 活動 経験
図 2 カテゴリ関係図
(2)おわりに
学生4人の質的データからブライダル専門課程学生全体の傾向を描きだすには限界があると
感じている｡本論文で示したカテゴリの関連表から､学生の進路指導からの影響が窺える結果
となったことから､今後は就職セミナーにほとんど出席をしなかった､またはキャリアコンサ
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ルタントに影響を受けていない学生との比較をしてみる必要があるであろう｡しかし､ブライ
ダル専門職を諦めてしまう学生のつまづきを発見し､就職活動を通して揺れ動きながら成長す
る中での社会化の課程を知ることができた｡第 1報では､就職活動による視野の拡大が確認さ
れるに留まっていたが､今回は､就職活動が社会化に強い影響を及ぼしていることが確認され
た｡
全体のまとめと今後の展望
今回の調査ではブライダル､司書課程学生の類似点も兄いだされている｡例えば ｢社会｣が
近づいていることを認識するカテゴリが兄いだされている (カテゴリ:就職活動によって身近
になった社会､カテゴリ:間近に迫る社会)｡また進路指導の影響､就職機会の少なさについて
も共通している｡
相違点としては実務体験 (インターンシップ､実習など)の影響がブライダルでは ｢負｣に､
司書では ｢正｣に働いていることである｡教育課程の違いなどが理由として推測されるが､詳
細は今後明らかにして行きたい｡
今後は卒業前にインタビューを再度実施し､最終的なまとめを行う予定である｡最後にイン
タビュー調査に応じてくれた学生の皆さんに心から感謝申し上げます0(了)
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